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1― 出展されたパーソナル
　　　　モビリティやコンセプトモデル

　2017年10月27日から10日間、東 京

ビッグサイトで「第45回東京モーター

ショー2017」が開催され、多数の来場者

で賑わった。本稿では、主催者テーマ展示

｢TOKYO CONNECTED LAB 2017｣とい

うエリアに出展した企業の展示内容から

最新機器やコンセプトモデルの一部を紹

介し、超高齢社会における「人の“移動”支

援」について考察する。

　尚、本稿で扱う人の移動支援機器の活用

範囲とは、高齢者などが日常生活を営むた

めに徒歩やシルバーカー、車いすなどを利

活用して移動する空間を前提としている。

1｜｢WHILL Model C｣（2017年夏発売）
　［図表1］はWHILL（ウィル）株式会社の

最新モデル「WHILL Model C」というパー

ソナルモビリティである。開発コンセプト

は「暮らしを楽しくする新しい“クルマ”」と

する電動車いすで、外出や買い物といった

日常生活を快適に過ごすことを目標とし

ている。このため、この機器の特長は、小回

りが利き、走破性能が高いことにある。

　まず、本体はスリムなデザインで歩道や

屋内も走行可能であり、一般的なハンドル

型のシニアカーに比べ小回りが効く。また、

5cmの段差を乗り越え、若干の砂利道や

芝生上も走行できる。さらに、10°程度の

坂道の登坂や、傾いた道路横断の際の片

流れ（低い側に車輪を取られる現象）も自

動制御で容易に直進できる。

　この他にも、シート下に20ℓのショッピ

ング用のカゴを積むほか、格納や自動車で

の運搬のために本体は簡単に３分割でき

る工夫が凝らされている。

　上述の走行機能により活動範囲を拡げ

られ、さらにユーザー目線の様々な工夫

が、利用者の日常生活の利便性を高めよ

う。勿論、介護保険の福祉用具貸与の対象

機器でもある。

2｜「Honda チェアモビ Concept 」
　（コンセプトモデル）
　本節及び次節の2機種は、ホンダ（本田

技研工業株式会社）が出展した「近未来の

モビリティ」の複数コンセプトモデル（開

発の方向性や概念を示すモデルで発売は

未定）の一部である。“もっと、家族と一緒

にいよう。”を基本コンセプトとしている。

　［図 表2］は「Honda チ ェ ア モ ビ 

Concept」という一人乗りの移動支援機

器であり、開発コンセプトは「歩く感覚に

近い乗りもの」である。

　歩く人と一緒に自然な感覚で移動する

ため、歩道の走行（時速6km）も可能で、コ

ンパクトな設計で屋内から屋外での活用

が想定されている。安定性の面では同社

のロボット開発で培われた姿勢制御技術

が活かされている。

　この機器の特長はシート高が調節でき、

やや高め（上図の状態）にすると一緒に歩

く人とほぼ同じ目線で周りの視線を気に

せずに移動が出来るという。車いすの活用

を始めた人は着座位置が低く周囲の人が

大きく感じられ、上から見下ろされる視線

がとても気になるという。この機器の活用

によって、ハイチェアに腰掛けて移動する

感覚で、周りの視線を気にせず移動でき、

疲れた際はカフェなどでシート高を下げ

通常のイスとして活用できるという。

3｜「Honda ふれモビ Concept 」
　（コンセプトモデル）
　この「Honda ふれモビ Concept」とは、

人と人の“ふれあい”を開発コンセプトにし

たモビリティである。

　その特長は二人乗りが可能な電動車い

すである点にある。サイズ的には一人乗り

電動車いすとほぼ同じでありながら、介助

者がシート後部に立ち乗りすることが想
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定されている［図表3］。

　今後、加齢の進行に伴い、連れ合いが

歩行介助や介助用車いすが必要になると、

介助者の心身の負担も大きく、夫婦での

外出機会は減ってこよう。

　そのような際に最適な電動車いすが、こ

の「Honda ふれモビ Concept」であろう。

コンセプトモデルながら今後の実用化へ

向けた取組に期待したい。

2― 人の“移動”を支援する
　　　　機器群の登場

1｜自立歩行を支援する機器の一例
　「移動支援（屋外型）」の分野では国の開

発支援を受けたロボット介護機器の中の

歩行支援機器が既に開発、市販されてい

る。その一例としてRT.ワークス株式会社

の「ロボットアシストウォーカー RT.1」を

示す［図表4］。見た目はシルバーカーであ

るが、この機器には多彩なパワーアシスト

機能やIoTによる様々な安全機能が組込

まれており、完成度の高い機器である。

　加齢により脚力の衰えた高齢者の歩

行を支援する機器であり、坂道などでの

転倒リスクを防ぐ様々な機能が搭載され、

10kgの荷物を楽に運ぶことが出来る。詳

細な機能説明は割愛する。

　このような機器を、ユーザーの心身の状

態や生活環境に応じて適切に活用すれば、

歩行能力の維持や自立支援に寄与できる

可能性をも有していよう。

2｜歩行・移動手段の提供を既に
　 必要とする超高齢社会の急速な進行
　一般的に高齢者の歩行能力の維持・増進

には、様々な体操やストレッチ、ウォーキン

グが最初の対策であろう。さらに加齢が進

み状態像が変化することで自身に適した福

祉用具として杖や歩行器、歩行車、シルバー

カー、各種車いすなどの活用が始まろう。

　当然の事ながら、全ての高齢者にとって

中長期的な加齢の進行に伴う心身の機能

低下は、基本的に不可避である。

　その状態像の変化に応じて最適な福祉

用具や介護ロボット等を上手に活用する

ことは、単に低下した移動能力を補うだけ

でなく、様々な移動手段を得ることで、そ

の移動目的の実現、例えば友人たちとの

茶話会への参加や、孫の結婚式への参加

といった生きがい獲得の機会をも増やせ

よう［図表5］。

　本稿で紹介した幾つかの移動支援の機

器は、超高齢社会における多様な移動支

援の手段をユーザーに提供できよう。それ

らの社会での活用は、利用者の活動を維

持・拡大しQOLを向上させる大きな可能

性を有していよう。

　そして、その可能性を引き出す上で、街中

の各種インフラの整備と同時に、それら機

器の活用を可能とする法制の整備も重要

である。

　今後、超長期にわたって生じる超高齢社

会の様々な課題について、その改善や解

決を目指す機器群の開発動向とその活用

に今以上に注目が必要である。
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